
　2つの重要文化財､｢千葉県金鈴塚古墳出土品｣と｢上総

掘りの用具｣をはじめとする市所蔵資料を活用し、様々

な事業を通して､木更津市を中心とした歴史や文化を展

示公開することで郷土愛を育み､観光客や研究者のニー

ズにも応えます。

　また､新たな知見や調査成果を柔軟に展示等に反映さ

せ､固定化した展示に留まらないよう、より充実した常

設展示を目指します。

９時～17時（入館は16時30分まで）

月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）
年末年始（12月28日～翌年１月４日まで）
その他（臨時に休館する場合があります。）

無料です。ただし、特別展開催時は、
1人につき1,000円以内でその都度定めます。

袖ケ浦I.C

車椅子をご利用の皆様へ
正面出入口の他に、バリアフリー対応の出入口が
あります。ご利用を希望される方は、事前に博物館へ
ご連絡ください。

・東京湾アクアライン　袖ケ浦ＩＣから車で15分

金のすず
https://www.city.kisarazu.lg.jp/
kanko_bunka_sports/rekishi_bunkazai/
hakubutsukan/index.html

郷土博物館金のすず
公式Ｘはこちら☞

旧安西家住宅
公式HPはこちら☞

木更津市郷土博物館金のすず　公式SNS



｢金のすず｣の由来
　昭和25(1950)年、当時二子塚と呼ばれていた長須賀の前方後
円墳が調査されました。調査の結果、他に類を見ない数多くの出
土品の中から、金色に輝く直径1㎝程度の鈴が見つかりました。
　この鈴にちなみ、古墳の名前を｢金鈴塚｣に変更し、当時として
は異例の地元での保管管理を目指して昭和31年に県内市町村初の
新設展示館｢金鈴塚遺物保存館｣が太田山に建設されました。
　現在、千葉県には博物館協会という約60館が加盟する組織があ
ります。会を創設した昭和37年には、県立富津海洋資料館、金鈴
塚遺物保存館、野田市立郷土博物館､鹿野山神野寺宝物館､宗吾霊
堂の5館で、君津地方の施設が３館を占めていました。本館前身
の県立博物館第1号館である上総博物館の建設時も、金鈴塚古墳
出土品を展示する計画が当初あったようです。
　このように金鈴塚の発掘に端を発し、｢金のすず｣は千葉県の博
物館行政に少なからず影響を与えています。
　なお、平成になって当館における金鈴塚古墳の研究で分析した
ところ金鈴の金含有率は約98％であることがわかりました。


